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配 ・統治 されるだけの民衆像を修正 し、支配 と自立の関係を新たな視点からとらえなおそうとして
いる。だが、 これらの研究がもっ、 もうひとっの特徴は、地域団体 という社会的まとまりに注目し
っっも、その団体がもっ関係を、外部的には国家 ・権力、内部的には上層民に対する中 ・下層民と
いう、いわばタテ(階 級 ・階層)の 関係を中心に把握する傾向を強 くもっている点である。
しかし、社会団体は民衆世界に無数に存在する。社会は、異質な団体(あ るいは社会的存在)の
無数の並存によって成 り立つということであり、それは同時に、異質 さゆえの対立 と競合の関係を
無数 にはらみこむということである。となると、その社会団体がもっ外部的関係は、国家 ・権力に










ところで、社会 に社会団体(地 域的集団、職能的集団など)間 の対抗 と矛盾の関係が存在する以
上、その対立 は、 どのようにして解決がはかられるのであろうか。そうした視点をもっと、国家や
権力が新 しい姿をみせはじめることになる。紛争解決 ・利害調整機関としでの位置づけである。
これまでも、領主権力がもっ紛争解決機能に着 目した研究 は少な くない。だがそれは、もっぱら、




俸姓 は・権力の重層的構造を確認する指標や・上位者強大の統合論理 に還元 され、権力が発揮する





そうした視点をもっと、多発する地域間 ・集団間の紛争に対応 して、国家 ・権力が、 いかにその
処理機能を獲得 ・充実 させてきたのかとい う論点が浮上 し、領主的利害 もその全体的調整のなかで
の問題 として議論することが可能になろう。利害をめ ぐる無数の対立 とその処理のなかで、領主階
級の独 占物 としての国家は、特定の階級や集団に密着した状態から次第に離別 し、一定の相対的立
場を形成せざるをえな くなるか らである。国家と階級との相即性の分離であり、国家が、特定の個
人 ・集団 ・階級 に還元できない社会的公共性を不可避的にはちみこむ過程がみえやすくなって くる
のである。 これに照 らして、近世の国家 ・権力を体現する幕府や藩は、はたしていかなる態様を示
したのであろうか。








て も、大 きく見なおす視点を獲得することが可能になってくる。本稿の第1部 と第2部 は、総 じて
こうした視点からの検討をまとめたものである。
これにたいし、第3部 「商品流通と地域」では、商品流通 と交通の問題を扱 っているb近 世 は、
京都 ・大坂 に次 いで江戸が建設され、各地に多 くの城下町ができた時代である。兵農分離の徹底 と
新都市の建設 は、全国各地に膨大な消費市場を出現させたのであった。それは必然的に三都や地方
都市向けの生活用品の生産を刺激 し、流通もまたそこに集中するように組織化 されたご こうした幕
藩制初期経済の基本型を、生産地と拠点都市 とのバイラテラル(単 方向的)な システム、すなわち
都市型消費市場に対応する市場構造だと理解するなら、18世紀以降は都市以外での広範な消費市場






















それは助郷の対象が、幕府領だけではなく、大名領(私 領)の 村々でもあったか らである。助郷
制の初期段階では、宿駅 と同領域からの人馬供出体制をとったが、それで も不足すると、宿駅の近
在一円から所領に関係なく徴発する体制に移行する。 しかも16世紀末以降、その範囲は漸次的に拡





第3部 と第4部 で検討の対象 とした私的運輸機関と助郷制度は、従来まった く別個の問題 として
理解されてきた。 しかし、本論のように位置づけると、 これ ら両者は、全体的交通運輸体系の充実
をはか る車の両輪のような関係にあったことがみえてこよう。それと同時に、社会の全体的維持に
権力のはたす役割の具体相 もみえてくるはずである。
3各 論 の概 略
1第1部 「国訴 と地域 ・国家」の各章





の魚肥を もっとも大量に消費 したのは畿内であり、全国か ら魚肥を集荷 したのが大坂の干鰯仲間で
あった。だが、その干鰯仲間は、畿内農民による広域的かっ継続的な民衆運動である 「国訴」の標
的となった存在である。「国訴」 とは、摂津国 ・河内国 ・和泉国など、主として畿内3か 国で展開




近世初期には問屋 ・仲買の混在状態か ら出発 した仲間組織が、近世中期以降、魚肥生産地の拡大
と魚肥流通の変動に連動 して身裂と合一を繰 り返すが、そうした事態を、問屋 ・仲買の産地別編成
のあり方や、仲買層による産地介入の展開と、それに対抗 した問屋層結集の動向などから解明 して
いる。産地やそれを起点に形成された流通ネットワークの変動に規定 されて、仲間の結合原理 も変
容を余儀な くされたわけだが、干鰯仲間のこうした混乱にもとつ く魚肥価格の高騰が、 じっは 「国
訴」を発生させる重大な契機をあたえていたのであった。
第2章 「大坂肥料市場と国訴」は、右の 「国訴」と大坂肥料市場との直接的関係の分析をおこなっ










第3章 「国訴研究史 と肥料訴願」 は、第2章 で検出した事実 と、従来の 「国訴」研究史との突き
合わせをおこない、研究史がもつ問題点の指摘 と新 しい課題の提起を試みたものである。
「国訴」研究が最初に隆盛化 したのは、1950～60年 代のことであった。ここでは、菜種 ・灯油訴
願や綿訴願が、仲間商人の否定を明確な目標 としたがゆえに、「反封建的闘争」 と評価されたのに
たいし、肥料訴願 は、干鰯商人仲間の廃止要求をもたないがゆえに、「革命性」 も 「反封建制」 も
欠如するとみなされ、民衆運動 としての意義をまった くあたえられていなかった。当時の主流を占
めた階級闘争論的な視点がストレー トに国訴研究にもちこまれ、民衆運動論 としての 「国訴」評価






大な成果を獲得 したこと、あるいは肥料訴願が菜種 ・灯油訴願や綿訴願に先駆けて成立 し、その動
員力も両訴願を大きく上回るものであったことなど、同訴願の積極的な再評価をおこなっている。
さらに 「権力」対 「民衆」という視点が、いかに民衆運動のもっ多様な性格を見落 としてきたかを
指摘 し、単純な階級闘争論的視点の見なお しを主張している。いわば、民衆の日常意識にもとつい








またその消費構造に広がりをもった商品であった。菜種 ・綿が もっ こうした地域的個別性を克服す






くまで畿内農民の運動にとどまらせたという限界 も指摘する。民衆運動に、「権力」対 「民衆」 と
いう図式以外の、地域間矛盾や集団間矛盾が存在 し、鋭い対立関係を生みだ していたことを検出し
たものである。
第5章 「地域主義 と国家一国訴と幕府の対応一」は、国訴の要求内容を全体的に検討 して、それ



























接・した地域間における、住民総 ぐるみの激 しい権益闘争の実態を浮かびあが らせ、地域間矛盾の典
型的姿勢を示す。 しか し、江戸商人との関係では東 ・西浦賀の連合が組まれてお り、対立 と結合の
地域関係に二重の構造が確認される。さらには、流通をめぐる確執のいっぽうで、江戸商人にょる
浦賀救済的な行動も存在 しており、地域間対立 と地域間協力の種々相を検出 しているが、こうした
紛争のあり方にたいして、浦賀奉行や江戸町奉行、さらに幕府中央機関がどのような対応を示 した
のかを検討 し、紛争処理法や世論の動向にたいする基本的論点の提示をおこなっている。




来の自力救済の伝統が対抗 したなかで行 き着いた必然的な法秩序であった こ.と、平和的交渉は地域
社会の決定的分裂を回避 し紛争の激化を抑止する危機管理機能を有 したこと、当事者交渉による譲





商人との権i益の調整や浦賀救済に乗 り出すかを検討 したものであり、地域間矛盾 と幕府の介入原則
の関係を論 じている。第三 は、浦賀における廻船荷物改所の改革めぐって対立 した東 ・西浦賀の動
向にたいし、浦賀奉行所がみせた対応か ら地域世論を重視する奉行所の姿勢を検出する。第四は幕
末の問屋再興をめぐり、浦賀奉行所と江戸町奉行所が、それぞれに地域利益を代弁 して対立 した動




第3章 「地域経済の展開と世論 ・権力」は、前章で確認 した地域世論と政治との関係を、民衆の
政治参加の問題として とらえなおし、18世 紀半ば以降の新 しい時代イメージを描 こうとしたもので














は、「世論」の政治への反映としてとらえることが可能である。領主政策にたいす る民衆 の反応 に
っいて、従来は一揆や騒動による政策批判が主たる評価の対象とされてきた。だが本稿では、民衆
レベルの 「世論」は単一ではなく、賛否両論が拮抗 ・並立するなかで、領主政策が模索 されてきた
ことを論証する。さらに、個別の政局に 「世論」の動向が直接的に影響をあたえる関係や、逆に権
力の側か らの世論誘導と世論統合の手法なども検討 し、「世論」と政治の関係を新たな角度か ら照
射 している。



























ポッカなどの私的運輸機関との関係で実現 したことを検討 し、多様な運輸機関が共存 しえる条件を
解明している。
第2章 「信越間の商品流通と運輸機関」は、前章で検出した中馬 ・牛方 ・ポッカと宿馬の、それ
ぞれの存在 ・活動形態を明 らかにするとともに、 これ ら四者が対立か ら調和的関係 に移行する契機
を、より具体的に検討 したものである。
他街道の事例 と同 じように、千国街道でも中馬 と宿問屋の争論が発生 しているが、そのほか、牛
方 と宿駅の争論、中馬とポッカの争論などもあり、四者の利害関係は錯綜 していた。積雪期 に畜力
輸送が困難な山岳難所を千国街道が抱えていたことも、活動期間や活動範囲をめぐる争論の原因 と
なった。だが、輸送物資の増大は効率的輸送秩序を求め、山岳部を牛方.(融 雪期のみ)と ボッヵ、
平坦部を中馬と宿馬に役割分担 した慣行が成立する。天明～寛政期(1780年 代)の ことだが、それ
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州問屋に対抗する勢力が生まれはじめた。 日本海海運の基地 として成長 してきた隣村青梅村商人や
糸魚川内部の商人、信州商人などである。青梅 ・信州間の新道開設で糸魚川抜 きのルー ト創出をは
かる動きや、糸魚川商人と信州商人が連携 して信州問屋の諸権限の削減交渉にはいる動きなど、彼





交渉にあたる姿に着目して、地域社会の成 り立ちに責任を負 う地域権力の性格にも論及 している。
補論 「南部鉄の流通構造一盛岡藩中村屋を中心に一」は、信越間流通と無関係なが らも、南部鉄
の流通問題を扱った論稿であるため、 ここにおさあた。盛岡藩の鉄山政策や領内外資本の動向など
もか らめなが ら、南部鉄の市場関係を分析 している。
盛岡藩は日本における主要な鉄産出地のひとっだが、18世 紀前半まで領内資本と領外資本が鉄山
経営の主体であったのにたいし、同後半以降は領内資本単独経営に移行 した。外資導入による鉄山




に求め、中国鉄を凌駕 した南東北では、南部鉄の隆盛が阿武隈地域の鉄器生産の発展を もた らした
と位置づけている。
4、 第4部 「交通 と地域」の各章
第1章 「助郷制度の成立 と展開」は、宿駅伝馬役の不足を補う助郷制度の成立過程を検討 したも
のである。同制度の成立過程にっいては古 くか ら諸説があるが、定説を見ない状態であるため、主





























化反対闘争、買い占め、不正、他国売 りなどが、 どのような肥料事情で、いかなる展開を示 したか
を具体的に検討 し、国訴は先進型民衆運動ではなく畿内中心的性格をもっ運動と指摘する。第3章
「国訴研究史 と肥料訴願」では、各段階の肥料訴願の要求を検討 し、同訴願を積極的に再評価 し、




この大連合 も畿内農民の運動にとどまり、権力対民衆の対立に加え、地域 ・集団間矛盾が存在 した
と説 く。第5章 「地域主義と国家」では、畿内農民の国訴要求は自己や共同体の成 り立ちに立脚す
る地域主義的なものであり、決 して普遍性をもっものではなかったこと、これに対 し、幕府は他地
域、他集団と合意可能なものは認可 し、合意不可能な要求は拒否 したと、幕府がもっ地域間 ・集団
間利害の調整という公共的性格を指摘する。






府官僚は地域世論を重視 し、地域利害を調整 ・統合するなどの公共的機能を発揮 した論 じている。
第3章 「地域経済の展開と世論 ・権力」は、18世 紀半ば以降の地域経済の問題を通 して地域世論と
政治との関係を検討する。具体的には民衆の政策提言である 「献策」 と一揆などの要求にみえる
「世論」を、民衆の政治参加の問題としてとらえ、 この期の政治 と民衆との関係に重大な転換があっ
たと論 じる。第4章 「地域産業 と幕藩権力」では、幕府による職人統制の基調 と、藩による地域産
業育成基調のもとでの箔産業の生成 ・展開および箔職人の存在形態を検討 し、生産および流通にた
いする権力規定は二重であったと論 じる。
第3部 は、商品流通 と交通の問題を扱 う。第1章 「松本藩の交通制度 と運輸機関」は、同藩にお
ける宿駅制度の成立過程 と、宿駅制度下の領主的運輸機関とは別に成立する中馬、牛方、ポッカな
どの私的運輸機関の展開過程を検討する。第2章 「信越間の商品流通 と運輸機関」は、前章で検出






を分析 し、江戸への安定販売が実現 しない理由は価格で中国鉄に敗れたか らであるが、一方、南部
鉄の隆盛が阿武隈地域の鉄器生産の発農をもたらしたことを明 らかにしている。












よって、本論文の提出者 は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。
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